
一般社団法人 日本脊椎脊髄病学会 

2022 年度第 2 回データベース委員会 議事録

日時:2022年03月29日(水) 19:00～19:40 
場所:オンライン会議(Zoom) 

出席委員（敬称略）：筑田（担当理事）、金村（委員長）、岩崎、今釜、上田、大鳥、細
金、海渡、山田、渡邉、町野、伊藤、有馬、藤田（アドバイザー）、高橋（ファスト）、
種市（アドバイザー）、波呂（アドバイザー）、渡辺（アドバイザー）、松山（アドバイ
ザー）
欠席委員（敬称略）： 石井、吉井
陪席（敬称略）：渡辺（日本側彎症学会）、中川（JOA脊椎脊髄病委員会）、歌川（頚椎
人工椎間板事務局）、新村（JSSR-DB 事務局）
報告事項 

1. 理事会報告 (筑田理事)
会員の先生方にJSSR-DBの意義を伝える場が必要であることが話し合われた.

2.  前回議事録の確認 資料 1

3. 各レジストリ登録状況
1) ACR 資料 2

□ 全体で235例中220例登録. 未登録15例. 
術後2年 63例中53例登録完了. 登録率84%
順調に登録が進んでいる.

2) 頚椎人工椎間板 資料 3
□ 3月17日時点 332例中293例登録. 登録率88.3%
JSIS連携と頚椎人工椎間板登録に関して混同する施設があり、登録率がやや下がった
可能性がある.今後事務局から修正を周知していく.

3) OLIF51 資料 4
□ 登録状況：118 症例中118 症例登録済(100%)
フォローアップも順調に登録できている.

4. 新技術DB研究計画書改訂倫理審査 資料 5



□ ACR/胸椎XLIF、OLIF51の解析研究に関して、JSSR倫理委員会で2022年3月16日
に承認済.

5. JSSR-DB 2021&2022 進捗・ロードマップ         資料 6
□ JSSR-DB JSIS-DB 水平連携 2022年4月1日から開始

□ JSSR-DB 21→22への改修  2022年4月上旬
• 頚椎人工椎間板インプラント登録.
• 脊椎内視鏡インシデントレポート等

□ JSSR-DBビュー（クラウド解析） 4月中旬～下旬
□ 同一手術で多部位で同じ術式を施行した場合の対応(2022年5月～6月)
□ 従たる術式のJSSR-DBへの展開（22年後半～23年4月）

審議・検討事項
1. 新規登録締め切り後の再新規登録 資料 7

□ JSSR-DB2021
・新規症例登録締め切り 2022年2月28日
・現在は新規症例登録は不可
・すでに登録済みのものは修正・追加・最終承認可（締め切り 7 月予定）

□ 再登録依頼 2 件
・手術日の誤入力
・0F 部分の入力のため一旦削除して、再度新規登録

→JOANR では可、JSSR-DB では不可

【対応策】
・一定の期間、特定の施設のみ新規入力可能にする
・初期費用 2 時間人
・2 回目以降 0.5時間人（複数施設可能）
上記を対応することに関して、賛成多数で本委員会で承認された

2. 第51回学術集会での報告 資料 8
学会主導研究セッション/JSSR-DBプロジェクトが拓く未来
座長（筑田担当理事）、演者（松山理事長、金村委員長）が報告する.
JSSR-DBを登録することの意義・メリットについて会員の先生方に説明する機会とす
る.（渡辺アドバイザー）



JSSR-DBの入力数TOP10病院などを学術集会にて報告する.（松山アドバイザー）
質疑応答の時間を多くできたらよい.（波呂アドバイザー）
NLで上記セッション開催に関して会員に周知する. （金村委員長、渡辺アドバイザ
ー）

次回開催日
2022年度 第3回
4月27日（水）19:00-
※第51回学術集会時は開催しない予定


